
平成１０年度北海道観光入込客数調査の概要 
 

北海道経済部観光局 
 
本調査は、「全国観光統計基準」により道が定めた「北海道観光入込客数調査要領」に基

づき、「観光入込客数が年間５万人以上見込まれる２０２市町村」が行った調査結果を集計

したものです。 
記 

 
 

１ 北海道における観光入込客実人数；前年比１．８％の増加 
観光入込客数の実人数 ４，９５６万人（前年比 101.8％、８７万人増） 
うち道外客       ６０９万人（ 同  102.2％、１３万人増） 
うち道内客     ４，３４７万人（ 同  101.7％、７４万人増） 

 
 
実人数とは： １人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している場合でも,１人

と数えること。 
 

 
２ 北海道における観光入込客の延べ人数（202市町村の合計）；前年比２．０％の増加 

（１）観光入込客延べ人数（総数）１億４，３９３万人（前年比 102.0％、２８０万人増） 

うち道外客          ４，６３３万人（  同  102.4％、１０８万人増） 
うち道内客          ９，７６０万人（  同  101.8％、１７２万人増） 

 
 
延べ人数とは： １人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している場合、それ

ぞれの市町村でカウントされるため５人と数えること。 

 

 

（２）圏域別（延べ人数） 

・道 央 圏          ７，７５３万人（前年比 102.1％、構成比 53.9％） 

・道 北 圏          ２，１３２万人（  同  105.8％、 同  14.8％） 

・道 南 圏          １，４５３万人（ 同  100.1％、 同  10.1％） 

・オホーツク圏          １，１８５万人（ 同  102.3％ 、同   8.2％） 

・釧路根室圏              ９７１万人（ 同   97.8％  同     6.7％） 

・十 勝 圏              ８９９万人（ 同  100.0％、 同     6.2％）



３ 要因・背景 
・全国的に深刻化している不況下での個人消費の伸び悩み 
・夏季の天候不順 
などのマイナス要因があったものの、その一方で 
・春先の温暖な気候（観測史上最高の平均気温） 
・室蘭の白鳥大橋の開通効果、小樽の大型複合商業施設の新設 
・ラベンダー、丘陵風景など北海道観光の根強い人気と人気テレビドラマ「北の国から」

の放映との相乗効果 
・低廉なツアー商品の販売、普及 
・総合経済対策～観光関連振興策 

道及び市管理の空港使用料の引下げとこれに連動した積極的な観光プロモーショ

ン活動の展開など 
などにより、全体として前年に比べて増加につながったものと思われる。 

 
 
４ 訪日外国人の来道者数；実人数で前年比４０．９％の大幅な増加 
（１）来道者数（実人数）  １７万  ３００人（前年比 140.9％、４９，４００人増） 
（上位国） 
・台  湾         ９万３，７００人（ 同 177.5％、４０，９００人増） 

・中国（香港）       １万５，２００人（ 同 132.2％、  ３，７００人増） 

・韓  国         １万  ８００人（ 同  65.5％、  ５，７００人増） 

・アメリカ           ８，１００人（ 同   93.1％、      ６００人増） 

・ロシア            ５，７００人（ 同  78.1％、  １，６００人増） 
（２）要因・背景 
【台湾客の大幅な増加】 
・ 台湾で「北海道観光ブーム」が本格化し、北海道乗り入れのチャーター便が大幅
に増便 
【韓国客の大幅な減少】 
・ 韓国の経済危機の影響により海外旅行需要が低迷（年度後半からは回復基調あり） 
 

（３）来道外国人宿泊延べ人数 ５１万１，３８１人泊 
（前年比 148.4％、１６．７万人増） 



北海道観光入込客数調査の内容と留意事項 
 
 
１ 観光入込客数調査について 
 
本調査は、全国観光統計基準により道が定めた「北海道観光入込客数調査要領」に基づ

き、観光入込客数が年間５万人以上見込まれる２０２市町村が調査を行った結果を集計し

たものです。 
 
２ 調査内容 
（１） 観光入込客数 

ア 観光入込客数【延べ人数】 
道内２０２市町村の観光入込客数を集計した観光入込客の延べ人数。 

 
延べ人数とは： １人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している場合、

それぞれの市町村でカウントされるため５人と数えること。 
 

 
イ 観光入込客数【実人数】 
 道内２０２市町村の観光入込客数や観光動態調査などにより推計した北海道に

おける観光入込客の実人数 
 
実人数とは： １人の観光客が１回の旅行で、５市町村を訪問している場合でも、

１人と数えること。 
 

 
（２） 来道観光客数 

 平成１０年度の交通機関（航空機、フェリー、鉄道）の下り便の輸送実績を基に、

「来道観光客率調査」や「来道観光客動態調査」により推計した来道観光客の実人数。 
（３） 訪日外国人来道者数 

平成１０年度に、北海道を訪れた外国人について、「宿泊施設調査」や「動態調査」

などから推計した訪日外国人入込客数。 
 
３ 利用上の留意事項 
（１） 今回の調査は、平成１０年度（１０年４月～１１年３月）を基に行っており、「春」

は４・５月、「夏」は６月～９月、「秋」は１０・１１月、「冬」は１２月～３月とし

て、取り扱っております。 
（２） 市町村ごとの観光入込客数調査は、実人数で推計していますが、「支庁の計」、「圏

域の計」は延べ人数となっております。 
（３） 前年度比較の数値は、一部市町村（＊印）において訂正があったことから修正して

おります。 



Ⅰ 観光入込客数調査の概要 
 
 
１ 観光入込客数（延べ人数） 
 
（１）概 況 
 平成１０年度の観光入込客の総数は、延べ１億４，３９３万人で、前年度に比べ２．

０％の増加となっております。 
 全国的に深刻化している不況下での個人消費の伸び悩みや夏季の天候不順などのマ

イナス要因があったものの、春先の温暖な天候、白鳥大橋の開通効果、ラベンダー・

丘陵風景の根強い人気や人気テレビドラマの放映との相乗効果、官民一体となっての

プロモーション活動・誘致キャンペーンの展開、観光関連を含めた総合経済対策の実

施などにより、全体として２．０％の増加になったものと思われます。 
 
 
（２） 調査結果の前年度比較 
 
① 総 数 
 平成１０年度の道内２０２市町村における観光入込客総数は、延べ１億４，３９

３万人で、前年同期に比べ２．０％（２８０万人）の増加となっております。 
 

② 道外・道内客別 
 道外客は。４，６３３万人で前年度に比べ２．４％（１０８万人）の増加、道内

客は９７６０万人で前年度に比べ１．８％（１７２万人）の増加となっております。 
 

③ 日帰り・宿泊客別 
 日帰り客は、１億１，４４２万人で前年同期に比べ２．１％（２３０万人）の増

加、宿泊客は２，９５１万人で前年同期に比べ１．７％（５０万人）の増加となっ

ております。 
 
【平成１０年度観光入込客数（延べ人数）】 
区     分 観光入込客数 前年度比 増減数 構成比 
202市町村総数 １４，３９３万人 １０２．０％ ２８０万人 １００．０％

 道外客 ４，６３３万人 １０２．４％ １０８万人 ３２．２％

 道内客 ９，７６０万人 １０１．８％ １７２万人 ６７．８％

 日帰り客 １１，４４２万人 １０２．１％ ２３０万人 ７９．５％

 宿泊客 ２，９５１万人 １０１．７％ ５０万人 ２０．５％

 



④ 月別・季節別 
 月別にみると、６月・７月では前年を下回りましたが、９月・１１月は概ね前年

並み、これら以外の各月は前年を上回っており、全体としては堅調に推移しており

ます。 
 
 

季節別にみると、夏は概ね前年並み、春・秋・冬は前年同期に比べそれぞれ５．

６％、２．３％、５．６％の増加の増加となっております。 
 
 
 
【月別・季節別観光入込客数（延べ人数）】          （万人、％） 

春 夏  

区分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 上期計  

月 別 654 1,385 1,392 2,157 2,533 1,557 9,678  

 構成比 4.5 9.6 9.7 15.0 17.6 10.8 67.2  

 前年比 103.2 106.7 95.9 98.5 103.2 99.6 100.9  

季 節 別 2,039 7,639 9,678  

構成比 14.2 53.1 67.2   

前年比 105.6 99.7 100.9  

          

秋 冬 

区分 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 下期計 年間合計

月 別 1,229 624 556 726 830 751 4,715 14,393

構成比 8.5 4.3 3.9 5.0 5.8 5.2 32.8 100.0 

前年比 103.5 99.8 108.2 103.6 101.4 110.6 104.2 102.0

季 節 別 1,853 2,862 4,715 － 

構成比 12.9 19.9 32.8 －  

前年比 102.3 105.6 104.2 － 

 



⑤ 圏域別 
 圏域別にみると、釧路根室圏では前年度を下回りましたが、道央・道北・オホー

ツク圏では前年を上回っております。道南・十勝圏は概ね前年並みとなっておりま

す。 
【圏域別観光入込客数（延べ人数）】 
圏 域 別 観光客入込客数 前年同期比 増減数 構成比 

道 央 ７，７５３万人 １０２．１％ １５７万人 ５３．９％

道 北 ２，１３２万人 １０５．８％ １１６万人 １４．８％

道 南 １，４５３万人 １００．１％ ２万人 １０．１％

オホーツク １，１８５万人 １０２．３％ ２７万人 ８．２％

釧路・根室 ９７１万人 ９７．８％ ▲  ２２万人 ６．７％

十 勝 ８９９万人 １００．０％ ０万人 ６．２％

合 計 １４，３９３万人 １０２．０％ ２８０万人 １００．０％

 
 
【圏域別の状況】 

・ 道 央 ： 国道２２９号（積丹地域）全面開通効果は薄まったものの、白

鳥大橋の開通効果や大型複合商業施設の新設・温泉整備などによ

り増加となっております。 

 

・ 道 北 ： ラベンダー・丘陵風景の根強い人気や人気テレビドラマの放映

との相乗効果、Ｗ杯スノーボード大会など各種大会開催などによ

り増加となっております。 

 

・ 道 南 ： ５月の大雨被害や夏季の天候不順などの影響があったものの、

冬のイベント開催により入込みが好調だったことにより全体とし

ては前年並みとなっております。 

 

・ オホーツク ： 春季の好天に加え、観光施設・スポットの新設や、冬季流氷観

光入込客の定着などにより増加となっております。 

 

・ 釧路・根室 ： 秋・冬のイベント開催により入込みが好調だったものの、夏季

の天候不順、９月の２度の台風などの影響により、全体としては

やや減少となっております。 

 

・ 十 勝 ： 夏季の天候不順、９月の２度の台風などの影響があったものの、

全体としては前年度並みとなっております。 



２ 観光入込客数（実人数） 

 

 道では、道内２０２市町村が実施している「観光入込客数調査」と道が実施している

「観光動態調査」をもとに、観光入込客数の実人数を推計しています。 

 平成１０年度の観光入込客総数（実人数）を調査結果から推計すると４，９５６万人

となり、前年度に比べ１．８％の増加となりました。 

 これを道外・道内客別にみると、道外客は６０９万人（構成比１２．３％）で、前年

度に比べ２．２％増加しており、道内客は４，３４７万人（同８７．７％）で、１．７％

の増加となっています。 

 また、日帰り・宿泊所では、日帰り客は３，４２８万人（構成比６９．２％）、宿泊客

は１，５２８万人（同３０．８％）となっています。 

 

平成１０年度観光入込客（実人数） 

日帰り客 宿泊客
４，３４７万人 ８７．７％ ３，４２５万人 ９２２万人

構成比 １００．０％ ７８．８％ ２１．２％
前年度対比 １０１．７％ １０２．０％ １００．９％

６０９万人 １２．３％ ３万人 ６０６万人
構成比 １００．０％ ０．５％ ９９．５％
前年度対比 １０２．２％ １０１．７％ １０２．２％

４，９５６万人 １００．０％ ３，４２８万人 １，５２８万人
構成比 １００．０％ ６９．２％ ３０．８％
前年度対比 １０１．８％ １０２．０％ １０１．４％

合 計

観光入込客数 構成比
左の内訳

道 内 客

道 外 客

 

季節別 

春 夏 上期計 秋 冬 下期計 合計
712万人 2,605万人 3,316万人 618万人 1,021万人 1,639万人 4,956万人

構成比 14.4% 52.6% 66.9% 12.5% 20.6% 33.1% 100.0%
前年度対比 106.4% 99.3% 100.8% 100.5% 106.1% 103.9% 101.8%  

注 1）千人以下四捨五入のため、合計が合致しない場合があります。 

注 2）前年度対比（％）・構成比は人単位で計算しています。 

注 3）前年度対比に利用した 9年度の道内客の人数は、一部市町村で訂正があったため修正

しています。 

 

 

 

 

平成10年度道内・道外別観光入込客数
（実人数）

87.7%

12.3%

道内客４，３４７万人 道外客　６０９万人

平成１０年度日帰り・宿泊別観光入込客数
（実人数）

31%

69%

日帰り客３，４２８万人 宿泊客１，５２８万人



Ⅱ 来道観光客に関する調査の概要 
 

１ 概 況 

 平成１０年度の交通機関（航空機・フェリー・鉄道）の下り便の輸送実績を基に推計

した来道観光客数は、６０９万人となっており、前年に比べ２．２％の増加となってい

ます。 

 季節別にみると、夏（６月～９月）が３３９万人で全体の５５．７％を占め、次いで、

冬（１２月～３月）が１１８万人（構成比１９．４％）、春（４月～５月）が８０万人

（同１３．２％）、秋（１０月～１１月）が７１万人（同１１．７％）の順となってい

ます。 

 前年度と比較すると、天候が不順だった夏は前年度を０．３％下回りましたが、他の

季節では増加しており、特に冬は、冬季観光の宣伝誘致活動などが実を結び、８．２％

の増加となりました。 

２ 交通機関別の状況 

 平成１０年度の来道観光客数を交通機関別にみると、航空機が４９３万人（構成比

８１．０％）と最も多く、次いで、フェリーが６７万人（同１１．０％）、鉄道が４９

万人（同８．０％）となっております。 

 前年度と比較すると、航空機は３．８％増加していますが、フェリー、鉄道につい

ては前年度を下回る結果となっております。 

 

平成１０年度来道観光客数（交通機関別・季節別） 

 区 分 合 計 構成比 春 夏 秋 冬 

来道観光客数 609 万人 100.0％ 80 万人 339 万人 71 万人 118 万人

構 成 比 100.0％  13.2％ 55.7％ 11.7％ 19.4％合 計 

前年度対比 102.2％  104.2％ 99.7％ 103.1％ 108.2％

来道観光客数 493 万人 81.0％ 62 万人 269 万人 59 万人 103 万人

構 成 比 100.0％  12.6％ 54.6％ 11.9％ 20.9％航空機 

前年度対比 103.8％  105.4％ 100.6％ 105.2％ 111.5％

来道観光客数 67 万人 11.0％ 9 万人 47 万人 5万人 6 万人

構 成 比 100.0％  13.7％ 69.9％ 6.8％ 9.7％フェリー 

前年度対比 94.9％  103.4％ 94.8％ 91.7％ 87.0％

来道観光客数 49 万人 8.0％ 9 万人 23 万人 8万人 8 万人

構 成 比 100.0％  18.4％ 47.7％ 16.5％ 17.3％鉄 道 

前年度対比 97.1％  97.2％ 99.5％ 95.7％ 92.0％

注 1）千人以下四捨五入のため、合計が合致しない場合があります。 

2）前年度対比（％）・構成比は人単位で計算しています。 

 

 
平成１０年度交通機関別来道観光客数

81.0%

11.0%
8.0%

航空機493万人 フェリー67万人 鉄道49万人



（単位：万人）
区　　分 ６３年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度

観光客数 312 353 392 418 424 412

前年度対比 113.5% 112.9% 111.2% 106.6% 101.4% 97.1%

観光客数 156 203 236 255 264 264

前年度対比 106.4% 129.8% 116.2% 108.0% 103.7% 99.9%

観光客数 78 87 92 100 100 95

前年度対比 113.0% 111.5% 105.1% 108.9% 100.5% 95.0%

観光客数 78 62 65 63 59 52

前年度対比 131.8% 80.3% 103.6% 98.3% 93.5% 88.3%

区　　分 ６年度 ７年度 ８年度 （８年度試算値） ９年度 １０年度

観光客数 425 430 472 (530) 596 609

前年度対比 103.2% 101.2% 109.7% -  % 112.4% 102.2%

観光客数 274 287 359 (411) 475 493

前年度対比 104.0% 104.6% 125.0% -  % 115.5% 103.8%

観光客数 101 96 64 (69) 71 67

前年度対比 105.7% 95.6% 66.8% -  % 103.0% 94.9%

観光客数 50 47 48 (50) 50 49

前年度対比 94.8% 94.0% 103.5% -  % 100.3% 97.1%

注1）前年度対比（％）は人単位で計算しています。
注2）９年度に観光客率の見直しを実施したため、前年度対比に利用した８年度来道観光客数は新
試算した観光客数（８年度試算値）です。

交通機関名

交通機関名

航空機

フェリー

鉄道

合計

内
訳

合計

内
訳

航空機

フェリー

鉄道

 



Ⅲ 訪日外国人の来道者数に関する調査の概要 
 

 

１ 訪日外国人の来道者数（実人数） 

 

（１）概 況 

 平成１０年度の訪日外国人の来道者数は、実人数で１７万３００人で、前年度に比

べ４０．９％の大幅な増加となっております。 

 

（２）国 別 

 国別にみると、台湾が９万３，７００人（前年比７７．５％増、構成比５５．０％）

と最も多く、次いで、中国（香 港）が１万５，２００人（同３２．２％増、８．９％）

韓国が１万８００人（同３４．５％減、６．３％）、アメリカが８，１００人（同６．

９％減、４．８％）の順となっています。 

 

 

特に、台湾では、官民一体となって各種媒体を活用したプロモーション活動・誘致

キャンペーンの展開により、「北海道観光ブーム」が本格化して、北海道乗り入れのチ

ャーター便が大幅に増便されたことなどから、台湾客は、前年に比べ大幅な増加とな

っております。 

 一方、韓国客は、韓国の通貨危機の影響で同国自体の海外旅行需要が低迷している

ことなどから、年度後半に回復基調になったものの、前年に比べ大幅な減少となって

おります。 

【平成１０年度訪日外国人の来道者数（実人数）】 

（単位：人、％） 

中国 韓国 台湾 中国（香港） シンガポール その他 小計 ロシア その他 米国 カナダ

春季 10年度 200 800 9,500 1,500 100 300 12,400 1,000 900 1,100 100 100 50 100 1,800 17,550

9年度 200 2,100 7,900 1,400 100 200 11,900 1,000 600 800 100 100 100 800 1,000 16,400

（4・5月） 前年度対比 100.0 38.1 120.3 107.1 100.0 150.0 104.2 100.0 150.0 137.5 100.0 100.0 50.0 12.5 180.0 107.0

夏季 10年度 900 4,500 29,900 3,900 250 1,550 41,000 2,300 2,300 3,500 400 200 150 900 5,200 55,950

9年度 800 9,800 12,700 3,400 300 900 27,900 2,900 2,000 3,400 500 400 100 1,900 2,200 41,300

（6月～9月） 前年度対比 112.5 45.9 235.4 114.7 83.3 172.2 147.0 79.3 115.0 102.9 80.0 50.0 150.0 47.4 236.4 135.5

秋季 10年度 300 1,800 20,600 1,200 100 800 24,800 900 1,900 1,300 100 400 200 400 2,800 32,800

9年度 500 2,400 11,800 700 200 700 16,300 1,100 1,400 1,500 200 100 100 100 500 21,300

（　10・11月） 前年度対比 50.0 75.0 174.6 171.4 50.0 114.3 152.1 81.8 135.7 86.7 50.0 400.0 200.0 400.0 560.0 154.0

冬季 10年度 500 3,700 33,700 8,600 1,000 1,000 48,500 1,500 3,000 2,200 150 200 50 1,200 7,200 64,000

9年度 700 2,200 20,400 6,000 800 1,000 31,100 2,300 3,500 3,000 200 100 100 500 1,100 41,900

（12月～3月） 前年度対比 71.4 168.2 165.2 143.3 125.0 100.0 155.9 65.2 85.7 73.3 75.0 200.0 50.0 240.0 654.8 152.7

10年度 1,900 10,800 93,700 15,200 1,450 3,650 126,700 5,700 8,100 8,100 750 900 450 2,600 17,000 170,300

合計 9年度 2,200 16,500 52,800 11,500 1,400 2,800 87,200 7,300 7,500 8,700 1,000 700 400 3,300 4,800 120,900

前年度対比 86.4 66.5 177.5 132.2 103.6 130.4 145.3 78.1 108.0 93.1 75.0 128.6 112.5 78.8 354.2 140.9

1.1 6.3 55.0 8.9 0.9 2.1 74.4 3.3 4.8 4.8 0.4 0.5 0.3 1.5 10.0 100.0

合計
北米

区分

1０年度国別構成比

アジア ヨーロッパ
中南米 アフリカ オセアニア 不明

 



２ 訪日外国人の来道宿泊者数（延べ数） 

 

（１） 概 況 

 平成 １０年度の訪日外国人の来道状況を宿泊者数でみますと、延べで

５１１，３８１人泊で、前年度に比べ４８．４％の大幅な増加となっております。 

【平成１０年度国別訪日外国人の来道宿泊者数（延べ人数）】        （単位：人泊、％） 

中国 韓国 台湾 中国（香港） シンガポール フィリピン その他 小計 ロシア イギリス フランス ドイツ その他 小計

１０年度 7,012 17,123 308,516 46,573 5,440 1,860 15,896 402,420 11,369 3,298 2,145 4,077 15,093 35,982

９年度 6,544 37,875 169,186 29,204 4,243 1,653 11,561 260,269 8,770 2,257 2,302 4,148 12,528 30,005

前年比 107.2 45.2 182.4 159.5 128.2 112.5 137.5 154.6 129.6 146.1 93.2 98.3 120.5 129.9

米国 カナダ 豪州 その他

１０年度 29,215 2,704 4,466 4,548 3,219 1,469 27,358 511,381

９年度 24,799 2,572 3,421 3,604 4,547 842 14,608 344,664

前年比 117.8 105.1 130.5 126.2 70.8 174.5 187.3 148.4

オセアニア

アジア ヨーロッパ

北米
中南米 アフリカ 合計不明

（2） 月 別 

 月別にみますと、５月・１月を除き各月とも前年同期に比べ大幅増加となっており、

特に上期は７・８月にかけて集中し、下期は１０月、２月に集中しており、前年対比も

大幅に伸びております。 

 

【月別・季節別訪日外国人の来道宿泊者数（延べ人数）】        （単位：人泊、％） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

20,000 23,128 31,013 52,615 45,774 39,268 211,798

構成比 3.9 4.5 6.1 10.3 9.0 7.7 41.4
前年度対比 146.1 93.9 136.6 178.7 153.9 137.7 142.4

211,798

構成比 41.4
前年度対比 142.4

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

74,639 33,126 40,589 28,231 101,747 21,251 299,583 511,381

構成比 14.6 6.5 7.9 5.5 19.9 4.2 58.6 100.0
前年度対比 148.9 146.6 167.7 81.0 205.2 145.8 152.9 148.4

299,583 511,381

構成比 58.6 100.0
前年度対比 152.9 148.4

年間合計

43,128

8.4

112.6

168,670

33.0

152.8

月 別

区分

季節別

21.1

区分

月 別

季節別

秋

107,765

上期計
春 夏

148.2

191,818

37.5

155.7

冬
下期計

 



（３）圏域別 

 圏域別にみますと、各圏域とも、前年に比べ大幅な増加となっており、特に、オホ

ーツク圏域は、前年の２．５倍となっております。 

 

【平成１０年度圏域別訪日外国人の来道宿泊者数（延べ数）】        （単位：人泊、％） 

中国 韓国 台湾 中国（香港） シンガポール フィリピン その他 小計 ロシア イギリス フランス ドイツ その他 小計

道南 183 504 22,029 997 277 12 253 24,255 879 139 191 158 142 1,509

道央 5,257 14,553 158,295 41,724 4,051 442 8,865 233,187 3,554 2,548 1,581 3,170 13,597 24,450

道北 195 1,005 44,376 1,267 91 45 142 47,121 2,864 81 66 148 280 3,439

オホーツク 163 216 17,187 109 881 889 188 19,633 71 91 77 202 108 649

十勝 841 514 23,334 2,335 107 361 5,228 32,720 523 156 143 204 706 1,732

釧路・根室 373 331 43,295 141 33 112 1,219 45,505 3,378 283 87 213 242 4,203

合計 7,012 17,123 308,516 46,573 5,440 1,860 15,896 402,420 11,369 3,298 2,145 4,077 15,093 35,982

米国 カナダ 豪州 その他

道南 2,455 366 111 25 297 45 3,027 32,090 102.6 31,264

道央 22,287 1,693 1,288 340 2,248 812 33,467 308,772 139.7 221,037

道北 1,686 132 87 198 311 34 208 53,216 188.0 28,300

オホーツク 864 126 39 52 148 88 362 21,961 254.0 8,645

十勝 757 235 2,820 3,737 65 465 1,081 43,612 175.3 24,882

釧路・根室 1,166 152 121 196 150 25 213 51,730 169.4 30,536

合計 29,215 2,704 4,466 4,548 3,219 1,469 27,358 511,381 148.4 344,664

前年比 9年度

アジア ヨーロッパ

北米
中南米 アフリカ

オセアニア
不明 合計

 

 

（４）市町村別 

 市町村別にみますと、札幌市が１５８，５３２人泊（前年比６９．１％増）で最も

多く、次いで阿寒町４０，５３８人泊（同８７．１％増）、登別市３６，３７４人泊

（同９５．８％増）、以下壮瞥町、上川町の順になっております。 

 

 

（５）国別・市町村別 

 宿泊者数の多い上位国を市町村別にみますと、全体としては温泉地を抱える市町村

が上位となっている傾向が伺えます。 

札幌市は、北海道の中核都市であり、各地との交通アクセスが良いことなどから、

各国とも上位になっていると思われます。 



平成１０年度訪日外国人の来道宿泊者数（延べ数） 
【宿泊延べ数の多い上位５ヶ国】          【訪日外国人宿泊延べ数の多い市町村】 

           （単位：人泊、％）            （単位：人泊、％） 

順位 国名 宿泊延べ数 前年対比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年対比 

１ 台 湾 ３０８，５１６ １８２．４ １ 札幌市 １５８，５３２ １６９．１

２ 中国(香港) ４６，５７３ １５９．５ ２ 阿寒町 ４０，５３８ １８７．１

３ アメリカ ２９，２１５ １１７．８ ３ 登別市 ３６，３７４ １９５．８

４ 韓 国 １７，１２３ ４５．２ ４ 壮瞥町 ３６．０４３ １０２．７

５ ロ シ ア １１，３６９ １２９．６ ５ 上川町 ３４，１６１ １７８．１

 

【台湾の宿泊延べ数の多い市町村】       【アメリカの宿泊延べ数の多い市町村】 

（単位：人泊、％）             （単位：人泊、％） 

順位 国名 宿泊延べ数 前年対比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年対比 

１ 札幌市 ６９，６７０ ２０３．３ １ 札幌市 １６，０９７ １５８．２ 

２ 阿寒町 ４０，２３８ １８８．５ ２ 千歳市 ２，６６９ ４６．９ 

３ 上川町 ３３，４０９ ２０３．４ ３ 函館市 ２，２２９ １１５．４ 

４ 壮瞥町 ３３，２５０ １２２．１ ４ 登別市 ８５７ １４９．０ 

５ 函館市 １９，９３７ ９６．３ ５ 苫小牧市 ８４０ １１４．０ 

 

【中国(香港)の宿泊延べ数の多い市町村】     【韓国の宿泊延べ数の多い市町村】 

（単位：人泊、％）             （単位：人泊、％） 

順位 国名 宿泊延べ数 前年対比 順位 市町村名 宿泊延べ数 前年対比 

１ 札幌市 ２０，６９２ １７０．９ １ 札幌市 ５，９２５ ７８．８ 

２ 登別市 １１，８１０ ２８９．５ ２ 千歳市 ３，３４０ ４６．２ 

３ 虻田町 ５，３２１ １３８．３ ３ 登別市 ２，１９６ ３０．６ 

４ 新得町 ２，２７０ ８６．７ ４ 壮瞥町 １，６５１ ２０．９ 

５ 壮瞥町 １，１４２ 皆増 ５ 苫小牧市 ５０６ ２６４．９ 

 

【ロシアの宿泊延べ数の多い市町村】 

（単位：人泊、％） 

順位 国名 宿泊延べ数 前年対比

１ 札幌市 ２，３７７ １１７．５

２ 稚内市 ２，３５９ １９２．３

３ 釧路市 １，７４６ ８９．３

４ 根室市 １，３３０ ６７．２

５ 小樽市 ９４３ ９０．８

 

 


